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1 ．は じめに

　人 間の 眼の 分光視感度は加齢に よ っ て 変化 し、

個人差 も大 きい こ とが 知 られて い る 1・D。こ れ ま

で 、視覚の加齢変化に 関する実験を行 う際には 、

一
般 に被験者を年齢カ テ ゴ リー

で 分けて解析を

行 っ て い た 。 しか しなが ら、年齢カ テ ゴ リ
ー

で

分析 を した結果 は、分光視感度の 個人 差に起因

す る誤 差が含 まれ る。 も し、 視力測 定の よ うに

簡便に個人 の 分光視感度 を推定 で きれ ば、分光

視感度が人 間の 視覚に 与え る影響を考慮す る こ

とが で き 、 視覚の 加齢変化が 分光視感度の 変化

に起因す る もの で あ る の か 、 そ れ以外の 要因に

起因す るもの で あるの か を明 らか にす るこ とが

可能 とな る。 そ こ で 本研 究で は、個人 の 分 光視

感 度を簡易的に推定す る方 法に つ い て検討 した 。

簡便な方法で の 推定を実現す るた め 、 波長 ごと

の 分光視感度 を測定す るの で は なく、被験者の

分 光視感度 が どの 年代 の 平均 的 な値 に近 い か を

推定する こ とを 目的 とした 。

2 ．実験方法

　実験 で は、可視領域 の す べ て の 波長 に対 して

視感 度を測定す るの で はな く 、 特定の 波長分布

を持つ 代表的な光源 に っ い て視感度 を測定 し 、

そ の 値 と既存の 年代別分光視感度データ と比 較

す るこ とで 、被験者 の 分光視感度が ど の 年代に

近 い か を推定す る こ ととした 。 実験配置を図 2

に示 す 。 実験用の 光源 には 3原色 LED （PARA

LIGHT 社 製 EP204K −35RGB 、 主 波 長

［一
一．一

〕10

462
，
520

，
622  ）を用 い

、 LED の 青（B）、 緑（G）、

赤（R ）の 各端子 に 定電流 LED 駆動回路か ら 20

mA の 電流を印加す るこ とで LED の 各色を個

別に発光 させ た 。 LED に印加 した電流は 周波数

1．56MHz の 矩形パ ル ス で あり、その パ ル ス の ロ

ー レ ベ ル に対す るハ イ レベ ル の パ ル ス の 幅の 比

（デ ュ
ー

テ ィ比 ）を変化 させ る こ とで 1．ED の

光量を変化させ た 。 デ ュ
ー一

テ ィ比は 0〜 100％の

範囲内で 4096 段階で変化 させ た 。 IED か らの

光 は積分球に入射 され 、刺激提示窓か らは輝度

が空 間的 に均
一

化 され た刺激 光が観察 で き るよ

うに した 。 実験で は 、デ ュ
ー

テ ィ 比 0．97％で

LED の R、　G 、　B 全て を点灯 した ときの 白色 （輝

度 ：3．11cd／m2 ）を参照光 と した。参照光 と比 較

す るテ ス ト光は、LED の R 、
　 G 、

　B を個別 に点

灯 させ た 。 実験で は 、参照光 とテ ス ト光を交互

に点灯 させ 、ちらつ きが最小 となる点を求め る

交照法 を用 い た。被験者 （21 才、 39 才、 6

9 才 の 色 覚正常者）は 、 LED の デ ュ
ーテ ィ 比 を

調節 し、ち らつ きが最小 とな る点 （等輝度条件）

で の テ ス ト光の デ ュ
ーテ ィ 比 を測定 した

。
プ リ

ッ カー周波数は 10 〜 20Hz と し
、 被験者が刺激

光 の ちらつ き変化 を最もよ く判断で きる周波数

を採用 した 。 被験者 と刺激提示 窓の 視距離は

50cm 、 視野角 L6
°

で あ っ た。実験 と解析 の 流

れ を図 2 に 示す 。 実験で 参照光 とテス ト光の 等

輝度条件を 測定す る
一

方 、 既知 の年代別分光視

感度 3）に基づい て今 回の 実験装置で の 等輝度条

件 とな る光源 LED の デ ュ
ーテ ィ 比 を算出 し 、

その デ ュ
ーティ 比 で の テス ト光 の 輝 度 と実験 で

得 られた結果を比較 した 。
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図 1　 実験配置
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　 図 2　実験 ・解析の流れ
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　　 図 3　 年代別分光視感度効率

　（JlS　S　OO31 の データよ りグラ フ 化）

3 ．実験結果 およ び考察

700

　実験で 等輝度条件 と して 計測 されたデ ュ
ーテ ィ

比 で の テ ス ト光 の輝度 を図 4 の 棒 グ ラフ に示す。

21 才 の 被験者 と 69 才 の 被験者 の 結果を比 較す

る と、短波長の 青の テ ス ト光で は参照光と等輝度

と感 じ る輝度 は 21 才 よ りも 69 才の 被験者の 方

が高く 、

一
方で 、 長波長 の 赤の テ ス ト光で は参照

光 と等輝度 と感 じる輝度は 21 才よ りも 69 才の

被験者の 方が低 か っ た 。 また 、 緑 の テ ス ト光に対

す る結果に大 きな差はなか っ た。こ の 結果 は、高

齢者は若年者 と比較 して 、 短波長 の 分光視感度効

率が低 く、長波長が 高い こ と （図 3）と
一
致す る 。

また 、 赤 と青 で の 39 才の 被験者の 結果は 、 21

才と 69 才の 間の 値を示 した。 しか しなが ら、既

知 の年代別分光視感度に基づ い て 等輝度条件で の

テ ス ト光の 予 測値 （図 4 折れ線 グラ フ ） と
一

致す

るまで は至 らなか っ た。
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図 4　 実験結果 （棒 グラフ ） と

　 推定値 （折れ線グラフ ）

4 ．まとめ

　本研究で は個人 の 分光視感度を簡易的に推定す

る方法に つ い て 検討 し た。その 結果、3 原色 LED

を光源 と した交照法を使用 した実験結果を比 較す

るこ と で 、定性的に若年者 と高齢者 の 分光視感度

の 違い を測定で きるこ とを示 した 。 今後、実験値

と推定値に差 を生 じさせ た原 因を究明 し、既知の

年代別 分光視感度効率 に基づ い て被験者 の 分光視

感度の 年代を推定で きるよ う、改良を進め て い き

た い 。
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